
2A02 NlS ( ナショナル・イノベーション・ 、 ンステム ) の概念整理と 

戦略形成への 適用 
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「・ NlS と N@S のモデル化 

(l)NIS の定義と概念 

ナ、 ンヨ ナル。 イノベーション   、 ンステム (NIS) の捉え万には ，過去に多様な 例をみること 

ができる・ネルソンらによる 経済性評価のためのモデル ，ポータ一の 国家の競争優位   円       分析 

のためのモデル ， IDEA レポートに現れた 国のイノベーション・システムを 把握するための 

指標体系の提案，米国の 競争力評議 封 coc) による競争力シミュレーションのための 研究開 

発 モデル， OECD のワークショップで 取り扱われている 国 レベルの産業クラスター・モデル 

等であ る・また発表者らによる 国の R&D システムの優位， 性 モデルを姉題とした NISTEP ワ一 

クショップにおける 各国からの発表者も 同様の動機のもとで ，それぞれの 国の mIS の優位性 

について論じた． 

しかしこれらの 試みは，国全体のイノベーションシステムを 捉えようとはしていても ， 

内部の構造化が 不十分であ ったり，そもそも 部分的な特定のイノベーション・システムに 焦 

点をあ てていたり，またイノベーション 自体の捉え方が R&D に限定されていて ， non-tech- 

nologica@jnnovation への配慮等がなされていなかったりして ，満足できるものではなかった． 

ここでは， 以   L のような課題に 応えることを 目的としつつ ，政策形成とその 運営に資する 

NIs モデルについて 検討を深めた． 

イノベーションの 定義については 表 Ⅰに示す全体とした   

NIS としては，イノベーションそのものを 担当する actor のシステムだけではなく ，イノ 

べ一 ションを方向づけ ，その運営に 関わる actor や ，イノベーションの 成果を受容 し イノ 

ベーションを 再構築する機能を 担 - う actor ( 社会 ) との相互作用までをシステムの 内部に取 

り 込むことを試みた   

(2)MIS のモデル化の 必要性と目的 

国の状況を把握しその 政策を構想するためには ，そもそも国の 枠組みを捉えるための 

「思考モデル」が 必要であ る・明確な思考モデルなしに 政策を構想することは ，たとえあ る 

程度の指標となるデータを 利用したとしても ，盲目のまま 象をなでるのに 等しい．また 望ま 

注本稿 て逆 へられた見方は ，も ，ばら著者らのものてあ りて．著者らが 所属する機関の 見方を代表するものてはな       
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表 Ⅰ イノベーションのカテゴリー 
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しくは， NIS モデルは，限定された 目的，たとえば 経済性であ るとか競争力等に 対し適切 

な数量的なシミュレーションやべンチマーキング ，あ るいは重要政策の 動向のポジショニ ン 

グ 等が行えるような 発展のための ま ・掛かりが得られるものであ るべきであ る   

2.NlS の全体像とそのモデル 化 

イ / ベ一 、 ンコ ン・システムを 表 Ⅰのように捉えた 場合，国家レベルでのその 具体的姿は次 

のように展開できる． 

イノベーションによる 効果は，知的生産活動の 革新 intellectualinnovation) によってもたら 

されるものと ，それ以外の 草 釈 non-techonlog@calinnovation) によるものとの 総和になる・ 後 

者は，経済理論を 援用して解釈するなら ，資源 ( 資金や原材料 ) の配布そのものによっても 

たらされる 7 才力Ⅱ価値であ ると考えられる． また前者は，知的生産活動の 付加価値連鎖 ( バ 

リュー・チェイン ) を分析することによって ，より具体的にその 内容を把握することができ 

る ．人材の機能に 関しては，知的活動は 前者に，また 単純労働のような 非知的活動に よ る部 

分は後者に振り 分けて捉えることができる． 

ところで知的佳 - 産 活動は，たとえば 表 2  のようなステージに 分けて考えられる ， 

hard-technologicalinnovatlon が主として寄与するフェーズに 対し， soft-technologIca@innova- 

tion によ ァ ) 付加価値の増加が 見込まれるフェーズははるかに 広い．前者が「人工物理システ 
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表 2  知的生産活動のフェーズと 付加価値連鎖 ( 例 ) 

環境 戦略 組織 
    吠況 企画 資源 

市場 計画 体制 
分析 形成 整備 

研究 試作 購買 製造 受注 受容 成果 廃棄 基盤 

蕎麦言上 ; 犬馬食 

開発 試用 調達 建設 納入 使用 管理 処理 整備 
流通 再生 
販売 

ム 」の改善に役立っのに 対し後者は「人工抽象システム」を 介在させ， 両 システムの改善 

をもたらしている・また ， SCM  (supp@y  cha;n  managmenl) のように son-techno@og 」 caljnnova- 

tion を必須条件として 大きな付加価値を 生み出すに至るケースが 最近では増加してきた．そ 

してまた，知的な non-technologica@innovation は，知的な「人間活動システム」すべての 改 

善に関与し得る ，   - 方 ， non-intelectua@innovation は ， 主として体制整備や 基盤整備のフェー 

ズに 関与している． 

付加価値の産出がこのように 多様な局面に 依存していることから ， techno@ogicaljnnovation 

のみに注目するのではなく ，それを中心に 据えっ っ も， non-techno@o が calinnovation を 担 - ぅ 主 

体や，これら 両者の関係のあ り万を含むかたちで NrS を概念化する 必要があ る，実際， 国レ 

ベルにおいても ，戦略や計画の 作成や運用の 体制であ るとか，ファンディンバ 機関や資金蛇 

かめ メカニズム等が ，研究実施機関の 実態とともに 示されてはじめて ，その国の NIS を理解 

したことになる． 

  - 方 ，社会はイノベーションの 成果を受容するシンクとしての 機能だけではなく ，新たな 

イノベーションの 原動力を与えるソースの 役割も果たしている．このような 社会の機能的な 

両面性を考慮し 社会の再構築の 場，つまり「リノベーション (renovation) 」を担うものと 考 

える・ 

以上 - をまとめ， もっとも単純化した NIS の機能モデルを 図 1 に示す   

また，ナショナル・イノベーション (NI) のプロセス・モデルとしては ， technolo 雛 cal 」 nno- 

vation のプロセス と ， non-technologjcaljnnovat 」 on のプロセスの 組み合わせで 考えることがで 

き ，現実との対応、 を考慮すると 図 2 のう ち コンカレント 型が国レベルのイノベーションにお 

いてはもっとも 重要なタイプであ る． 

さらに， NIS の進化モデルとして ，図 3 を考える・ Nl システムは，それを 担うアクター と， 

それによって 生み出されるコンテンツとの 相互作用に よ り互いに修正されていく   

3.NlS の運用一戦略形成と 評価体制 

(1) 職田を形成 

戦略形成においてもっとも 時間をかけるべき 作業は，環境や 状況の分析であ る．分析に際 
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図 @ NIS の機能モデル 
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図 2 NIS のプロセス・モデ       
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図 3 NIS の進化モデフレ 
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しては，動的な 方向性が不可逆的な 現象の推移に 着目し先見性を 獲得するとともに ，体系 

的な認識に基づく 論理的な演 縄 性を援用する・このような 分析の結果認識されてくる 課題 辞 

を ，体系的に整理して ，戦略目標を 得る． 

以上のようなプロセスが 具体的に踏まれている 場合，課題を 克服するためのシナリオを 具 

体 的に描くことが 可能となり，アプローチの 妥当性を評価する 根拠や評価指標が 明確とな 

る 

我が国が現在直面している 課題を抽出して ，このプロセスを 発表において 具体的に ボす   

(2) 評価体制 

知的生産活動の 各フェーズ問の 移行過程において ，何らかの意味での 評価に基づく 意思 決 

定を必要としている・また 研究開発の実施レベルから ，政策の決定レベルまで ，課題評価， 

研究者評価，機関評価，政策評価等の 様々なタイプの 評価がそれぞれ 担当する階層で 行わ 

れ ， NIS のパフォーマンスが 測定されている・その - つの例として「独立行政法人通則 法 」 

( 平成 ]1 年法律築山 3 号 ) が定める評価メカニズムを 図 4 に示す． 

我が国がとるべき 評価体制のあ り方について ，発表において 具体面りに ボす   
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評価システム 全体の枠組みをイメージしやすくする よう に作成および 参照する文書 ( 計画書・評価報告書 
等 ) の流れとして 図示した・また ，評価 (see) は，計画 (plan ト 実施 (do) といったサイクルの 中で考えられるべ 

きものであ ることから，これらの 関係も示した．なお ， 本 図では， とくに実施レベルに 関わる関係に 焦点を 
置いたが， さらに，政策評価・ 制度評価や ， 個々の運営に 関する評価など ，この枠組みの 中でさらに詳細に 
描かれるべきものがあ ることにも留意すべきであ る   

図 4  独立行政法人通則 法 が定める評価メカニズム 
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